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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
更に、１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘプタンジオール、及び１，２－デカンジオ
ールから選択される１種乃至は２種以上を含有することを特徴とする、請求項１～３何れ
か１項に記載の化粧料組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　少量の界面活性剤と水性の担体とが形成する液晶は、液晶構造に由来する光干渉作用に
より、多色の虹様の発色をするため、非常に美麗な外観を有するため、化粧料分野への応
用がこれまで試みられてきている。前記界面活性剤としては、アニオン性界面活性剤と液
状の親油性界面活性剤の組み合わせ使用が通常行われており、該アニオン性界面活性剤と
してはラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル
リン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルリン酸ナトリウムなどのポリオキシエチ
レンが付加されていても良いアルキル硫酸塩乃至はアルキルリン酸塩が使用され、前記液
状の親油性界面活性剤としては、ＨＬＢ４～７のオレイン酸残基及び／又はオレイルアル
コール残基を有する非イオン界面活性剤が使用されてきていた（例えば、特許文献１、特
許文献２、特許文献３を参照）。しかしながら、この様な構成を取ることにより、優れた
発色性を有する液晶組成物が得られるが、その安定性は１～３ヶ月が限度であり、保存時
間が長くなるとともに液晶はエマルションへと転相し、白濁した虹様の発色のない組成物
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に変異してしまうのが一般的な傾向であった。この様な変異の原因としては、一つには、
準安定系から安定系への系移行があり、もう一つには、非イオン界面活性剤が酸化され液
晶を形成しにくくなることがあるといわれている。通常この様な酸化を防ぐためには、ビ
タミンＥの添加が有効と考えられているが、前記の液晶系へのビタミンＥの添加は系をエ
マルション系へ移行させるものであり、実質的に不可能であった。この様な状況から、前
記液晶系の安定性を向上させる手段の開発が望まれていたといえる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、液晶状態の化粧料組成物において、液晶系の安
定性を向上させる手段を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、１）ＨＬＢ４～７のオレイ
ン酸残基及び／又はオレイルアルコール残基を有する非イオン界面活性剤と、２）炭素数
１０～２５の直鎖又は分岐構造を有する飽和脂肪酸のアルギニン石けんとを含有する液晶
状態の化粧料組成物が液晶状態の安定性に優れ、且つ、酸化安定性を麦飯石及び／又は蛇
紋石の共存によって更に向上できることを見いだし、発明を完成させるに至った。即ち、
本発明は以下に示すとおりである。
（１）１）ＨＬＢ４～７のオレイン酸残基及び／又はオレイルアルコール残基を有する非
イオン界面活性剤と、２）炭素数１０～２５の直鎖又は分岐構造を有する飽和脂肪酸のア
ルギニン石けんとを含有することを特徴とする、液晶状態の化粧料組成物。
（２）前記ＨＬＢ４～７のオレイン酸残基及び／又はオレイルアルコール残基を有する非
イオン界面活性剤が、ＰＯＥ（１～５）オレイン酸エステル及びＰＯＥ（１～５）オレイ
ルエーテルから選択される１種乃至は２種以上である、（１）に記載の液晶状態の化粧料
組成物。
（３）前記炭素数１０～２５の直鎖又は分岐構造を有する飽和脂肪酸のアルギニン石けん
が、ラウリン酸アルギニン及び／又はイソステアリン酸アルギニンであることを特徴とす
る（１）又は（２）に記載の化粧料組成物。
（４）更に、１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘプタンジオール、及び１，２－デカ
ンジオールから選択される１種乃至は２種以上を含有することを特徴とする、（１）～（
３）何れか１項に記載の化粧料組成物。
（５）（１）～（４）何れか１項に記載の液晶状態の化粧料組成物を麦飯石及び／又は蛇
紋石とともに化粧料容器に充填してなる化粧料。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（１）本発明の化粧料組成物の必須成分である非イオン界面活性剤
本発明の化粧料組成物は、液晶状態であって、ＨＬＢ４～７のオレイン酸残基及び／又は
オレイルアルコール残基を有する、非イオン界面活性剤を必須成分として含有することを
特徴とする。この様な非イオン界面活性剤としては、例えば、ＰＯＥ（１～５）オレイン
酸エステル、ＰＯＥ（１～５）オレイルエーテル等が好ましく例示できる。具体的なもの
としては、ＰＯＥ（２）オレイルエーテル、ＰＯＥ（１）オレイン酸エステルなどが特に
好ましく例示できる。かかる非イオン界面活性剤は唯一種を含有することもできるし、二
種以上を組み合わせて含有することもできる。液晶状態を形成するために必要なかかる非
イオン界面活性剤の含有量は、化粧料組成物全量に対して、総量で０．５～５質量％であ
り、より好ましくは１～３質量％である。少なすぎると可溶化系になってしまう場合が存
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し、多すぎるとエマルション系になってしまう場合が存する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の化粧料組成物においては、防腐力を付与する意味で、１，２－ペンタンジオー
ル、１，２－ヘキサンジオール、１，２－ヘプタンジオール、１，２－オクタンジオール
及び１，２－デカンジオールから選択される１種乃至は２種以上を含有せしめることが好
ましい。かかる成分は防腐力を付与しながら、液晶状態へ影響を与えない。又、かかる成
分を含有させることにより、液晶状態をエマルション状態に移行させやすい成分である、
メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン、ブチルパラベンなどのパラベン類
を系に加えることなく、防腐力を維持できるのでこの様な形態をとることが好ましい。こ
の様な形態においてはフェノキシエタノールを添加することにより、液晶状態に影響なく
、防腐力を向上できるので好ましい。前記１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキサン
ジオール、１，２－ヘプタンジオール、１，２－オクタンジオール及び１，２－デカンジ
オールから選択される１種乃至は２種以上の好ましい含有量は、化粧料組成物全量に対し
て、総量で、１～５質量％であり、より好ましくは２～４質量％である。フェノキシエタ
ノールの好ましい含有量は、化粧料組成物全量に対して、０．１～１質量％であり、より
好ましくは０．２～０．５質量％である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の化粧料組成物においては、通常化粧料で使用される任意成分を含有することが
できる。本発明の皮膚外用剤においては、かかる成分以外に、通常皮膚外用剤で使用され
る任意成分を、本発明の効果、即ち、液晶状態の安定化作用を損ねない範囲において、含
有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッツ油、アボカ
ド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラワー油、綿実
油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、硬化油、モクロウ、硬化
ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラノリン、還元
ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類；流動パラフィン、スクワ
ラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセリン、マイクロクリスタ
リンワックス等の炭化水素類；オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン
酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪酸類；セチル
アルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、
オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリルアルコール等の高級アル
コール等；イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキシ
ルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル
、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプリ
ン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エ
チルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリ
イソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエリ
トリット等の合成エステル油類；ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサ
ン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン；オクタメチルシクロテトラシロ
キサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサンシロキサン等
の環状ポリシロキサン；アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン、
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アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等のシ
リコーン油等の油剤類；アルギニン石けんに分類されない、アルキル硫酸トリエタノール
アミンエーテル等のアニオン界面活性剤類；塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩
化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類；イミダゾリ
ン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボ
キシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミド
ベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤類；ソルビタ
ン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等）、
グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エ
ステル類（モノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリ
ンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（モノステアリン酸ポリオキエ
チレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラ
ウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステア
レート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエー
テル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類
（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエー
テル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥ
ヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪
酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類の内、必須成分に分類されな
いもの；ポリエチレングリコール、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリスリ
トール、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プロピレングリコール、ジプロピ
レングリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、２
，４－ヘキサンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール等の多
価アルコール類；ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分
類；表面を処理されていても良い、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉
体類；表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群
青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類；表面を処理されていても良い、雲母チタ
ン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類；レーキ化されていても良い赤色２０２
号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、
赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３
号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類；ポリエチレ
ン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等
の有機粉体類；パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤；アントラニル酸系紫外線吸収剤；サ
リチル酸系紫外線吸収剤；桂皮酸系紫外線吸収剤；ベンゾフェノン系紫外線吸収剤；糖系
紫外線吸収剤；２－（２'－ヒドロキシ－５'－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾー
ル、４－メトキシ－４'－ｔ－ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類；エタノー
ル、イソプロパノール等の低級アルコール類；ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ6
塩酸塩、ビタミンＢ6トリパルミテート、ビタミンＢ6ジオクタノエート、ビタミンＢ2又
はその誘導体、ビタミンＢ12、ビタミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ類；α－トコ
フェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、ビタミンＥアセテート等のビタ
ミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノ
ン等のビタミン類等；フェノキシエタノール等の抗菌剤などが好ましく例示できる。これ
らの成分の内、油性成分、界面活性剤成分は液晶状態に大きな影響を与えるため、含有量
は極めて少量とすべきであり、好ましくは含有しないことである。又、香料成分も水溶性
の、ローズウォーター、オレンジ水、ラベンダー水などの水溶性のものを用いることが好
ましい。本発明の皮膚外用剤は、この様な成分を常法に従って処理することにより製造す
ることができる。かくして得られた本発明の化粧料組成物は、液晶状態で安定に存在し、
エマルション状態への移行が起こりにくい性質を有する。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　化粧料組成物１～３を麦飯石乃至は蛇紋石の存在下、非存在下での液晶状態の安定性を
４０℃３ヶ月の保存条件で検討した。即ち、化粧料組成物１～３に麦飯石２粒をいれたも
の（本発明の化粧料に相当）、蛇紋石を２粒入れたもの（本発明の化粧料に相当）及びい
ずれも添加しないものを用意し、４０℃３ヶ月の保存を行い、状態を観察した。結果を表
５に示す。これより、麦飯石、蛇紋石の投入により、液晶状態の安定性が更に向上するこ
とがわかる。
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